
会 議 結 果 の お 知 ら せ 

 

令和７年度第２回宮古市再生可能エネルギー推進審議会を次のとおり開催しまし

た。 

 

令和８年３月 23 日 

 

宮古市再生可能エネルギー推進審議会 

 

１ 開催日時 

  令和８年３月 13 日（金） 午後３時 00 分～午後４時 20 分まで  

 

２ 開催場所 

  宮古市役所 ４階特別会議室 

 

３ 議題 

  (1) 地域主導型再生可能エネルギー事業の認定について 

  （2）地域脱炭素事業の状況について  

 

４ 会議の概要 

  別添のとおり 

（「宮古市情報公開条例」第５条第４号に掲げるとおり、法人等に関する情報であ

って、法人等のその他正当な利益を害するおそれがあるものについて審議を行

うため、議題（1）に係る会議の概要は非公表とする。） 
 

５ 問い合わせ先 

  エネルギー・環境部 エネルギー推進課 エネルギー推進係 

電話０１９３-６８-９０７９ 

  



令和７年度第２回宮古市再生可能エネルギー推進審議会 会議録 

 

１ 開催日時 令和８年３月 13 日（金）午後３時 00 分から午後４時 20 分まで 

２ 開催場所 宮古市役所４階特別会議室 

３ 出 席 者 

原科 幸爾、雲然 祥子、佐々木 力、小川 興隆、井田 裕基 

４ 欠 席 者 

  該当なし 

５ 事務局出席者 

  エネルギー・環境部                  部長 木村 剛 

  エネルギー・環境部 エネルギー推進課          課長 石田 信幸 

  エネルギー・環境部 エネルギー推進課 エネルギー推進係 係長 小向 博子 

               同係 エネルギー推進マネージャー 石田 慎悟 

                          同係 主査 野崎 森生 

６ 傍聴者 

  該当なし 

７ 内容 

 （１）開会 

 （２）市長あいさつ 

 （３）諮問 

 （４）会長あいさつ 

 （５）議題 

   １）地域主導型再生可能エネルギー事業の認定について 

   ２）地域脱炭素事業の状況について 

     議題１）について、審議した。（非公表） 

     議題２）について事務局が資料により説明、質疑応答を行った。 

 （６）答申 

 （７）閉会 

  



質疑応答内容 

質問・意見 回答 

【議題(２)地域脱炭素事業の状況につい

て】 

 

（会長） 

脱炭素先行地域の太陽光発電設備導入に係

る補助について、補助率はどれほどか。 

（事務局） 

補助率は、導入費用の約７割である。 

 

  

（委員） 

公共施設PPA事業について、イニシャルコス

トや維持管理費はどのような取扱いになっ

ているか。また、自治体のメリットはどうの

ように考えたら良いか。 

（事務局） 

イニシャルコストや維持管理費は、PPA単価

に含まれている。また、メリットについては、

PPA契約が長期契約になることから、事業者

はPPA単価を通常の単価に比べ安価に抑える

ことが可能となり、自治体は電気料金の削減

をメリットとして享受できる。 

 

  

（委員） 

フレキシブルソーラーパネルのデメリット

があれば教えてもらいたい。 

（事務局） 

パネルが薄型になることから、積雪時は雪に

埋もれ、パネルを視認することが困難とな

る。また、中国製であるとともに、通常のパ

ネルに比べ1.2～1.3倍、設備費が高い。 

  

（会長） 

EVの航続距離はどれほどか。 

（事務局） 

航続距離は200km程度となるが、暖房など他

電気を使うことになれば航続距離が短くな

る。EVは遠方への移動手段ではなく、街乗り

といった比較的短距離間の活用を想定して

いる。 

  

（委員） 

EVの充電設備は市内のどこに設置するのか。 

（事務局） 

EVに切り替えた公用車用となるため、充電設

備は市役所の駐車場に設置した。 

※議題（１）は非公表 


